
 

 

 

 

 

 

  

 令和７年度も残り１か月となりました。年度最後のアドバイザー研修会では、訪問研修の

成果と課題について振り返りました。 

 

【訪問研修の成果】 

 ・訪問研修が「日頃の保育を見て、一緒に協議する」研修であることの理解が進み、自園・

所の研修の一環として訪問研修を利用する施設が増えている。 

 ・事後研修の協議に積極的に参加し、発言する保育者が増えている。 

 ・訪問研修を学びのチャンスと捉え、主体的に参加する保育者が増えている。 

 ・参観の中で、保育者が、自ら考えていきいきと保育する場面を見ることが増えている。 

【これからの課題】 

 ・保育者の人数に応じた事後研修の進め方に工夫が必要である。 

 ・訪問研修を希望する施設のねらいや困り感を的確に捉えることで、園・所のニーズに沿

った訪問研修の充実を図りたい。 

 ・保育のよさを言葉にして伝えるとともに、次につながるプラスのアドバイスを心がけた

い。 
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この協議を通して、県内の先生方は、保育に対し

主体的に取り組んでおられ、その姿が子供たちの

よいモデルとなっていることも話題に上がりまし

た。「今後も、先生方の近くで、一緒に、よりよい

保育について考えたい」それが、スーパーバイザ

ー・アドバイザー一同の共通した願いです。 

 ― 令和７年度スーパーバイザー・アドバイザー ― 

【令和８年度 幼児教育に関わる主な研修】 

 

○ 非認知能力育成に関する幼保小接続研修会（オンライン） 

実施日 ６月 23日（火）（午後） 

講 師 白梅学園大学名誉教授 無藤 隆 氏 

 

○ 幼児教育と小学校教育の円滑な接続推進研修会（オンンライン） 

実施日 ８月３日（月）（午後） 

講 師 神戸大学 教授 北野 幸子 氏 

 

詳細は新年度にお届けします。お楽しみに！ 

一年間ありがとうござ

いました。 

令和８年度もよろしく

お願いいたします。 


